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干II

号



攀 森

創

刊

号



木

簡

学

会



題
字

藤

枝

晃
　
刻







次日
｀

創
刊
の
辞

一
九
七
八
年
出
上
の
木
簡

概

　

　

要

凡

　

　

例

奈
良

・
平
城
宮
跡

奈
良

・
藤
原
宮
跡

奈
良

・
紀
等
跡

京
都

，
長
岡
宮

・
京
跡

京
都

・
平
安
京
西
市
跡

京
都

・
平
安
京
左
京
八
条
三
坊
跡

兵
庫

・
吉
日
．南
遺
跡

二
重

・
下
郡
遺
跡

二
重

・
小
判
日
遺
跡

静
岡

生
城
山
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（
じ

目

次
加

　

藤

加

藤

．
優

鬼

頭

清

明

泉
森
較

・
岸
俊
男

山
　
申
　
　
章

百

瀬

正

恒

丸

川

義

広

田

辺

昭

三

山
　
田
　
　
猛

北

　
野
　
　
保

川

江

秀

孝

伊
場
遺
跡

二
之
宮
遺
跡

御
子
ケ
谷
遺
猷

平
形
遺
跡

城
輪
柵
遺
跡

堂
の
前
遺
跡

秋
田
競
跡

草
戸
千
軒
町
遺‐
跡

尾
道
市
衡
地
遺
一跡

長
門
国
府
鳳
辺
遺
跡

三
宅
廃
寺

甲
元
真
之
・
山
内
紀
嗣
・
伊
東
照
雄

一一　
宮
　
患
　
司

富置箇啓彩彩彩詩詩詩

志 志 小 尾 小 尾 八 平 川

攘 屡
松 形
野 形 木 野 江

重 重
正 興  典 勝 和 秀

人 人 夫 典 忍 典 行 夫 孝

福
岡
．

俊

　

男

50



次

三
重

・
柚
井
遺
跡

秋
田
・
払
田
柵
跡

奈
良

・
平
城
宮
跡

（第
五
次
）

中
国
簡
贖
研
究
の
現
状

東
北
地
方
出
土
の
木
簡
に
つ
い
て

長
岡
京
木
簡
と
太
政
官
厨
家

藤
原
宮
跡
出
上
の
官
奴
婢
関
係
木
簡
に
つ
い
て

記
念
講
漠
（Ｍ

・
ロ
ー
ウ

じ
要
旨

木
簡
第

一
号
発
見
の
こ
ろ

彙
　
　
　
報

奈
良

・
平
競
宮
跡

（第
七
次
）

正
倉
院
伝
世
の
本
衝

東 栄 栄

野 原 原

永 永
治 遠 遠

之 男 男

和 東

田
野

治

率 之

鬼 今 平 大

頭  泉  川  庭
清  隆

明 雄 南 脩

田

　

中

琢

125  123  112  97   78   63



凡

例

一
、
以
下
の
原
稿
は
各
木
簡
出
土
地
の
調
査
機
関
に
依
頼
し
て
、
執
筆
し
て
い

た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
体
裁
お
よ
び
釈
文
の
記
載
形
式
に
つ
い
て
は
編

集
担
当
の
責
任
に
お
い
て
調
整
し
た
。

一
、
原
稿
の
配
列
順
序
は
ほ
ぼ
奈
良
時
代
の
五
畿
七
道
の
順
序
に
準
じ
た
。

一
、
釈
文
下
段
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
木
簡
の
長
さ

。
幅

・
厚
さ
を
示
す

（単
位

は
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
。
欠
損
し
て
い
る
部
分
の
法
量
は
括
弧
つ
き
で
示
し
た
。

そ
の
下
の
二
桁
の
数
字
は
形
式
番
号
を
示
す
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
機
関

で
の
木
簡
の
通
し
番
号
は
最
下
段
に
示
し
た
。

一
、
釈
文
に
加
え
た
符
号
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
（八
頁
第
二
図
参
照
）

「
　
Ｌ
　
　
木
簡
の
上
端
な
ら
び
に
下
端
が
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と

を
示
す
。

＜
　
　
　
　
木
簡
の
上
端

・
下
端
に
切
り
込
み
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。

く
く
　
　
　
抹
消
し
た
字
画
の
あ
き
ら
か
な
場
合
に
限
り
原
字
の
左
傍
に

付
し
た
。

田
田
■
一　
　
抹
消
に
よ
り
判
読
囚
難
な
も
の
。

□
□
口
　
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
確
認
で
き
る
も
の
。

日
日
回
　
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
推
定
で
き
る
も
の
。

日
川
国
　
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

ｘ
　
　
　
　
木
簡
が
折
損
し
て
い
て
文
字
が
失
わ
れ
て
い
る
。

『
　

』
　

異
筆
、
追
筆
。

↓ｉ
ｌ
　
　
　
　
　
△
口
占
。ヽ

・　
　
　
　
木
簡
の
表
裏
に
文
字
の
あ
る
場
合
、
そ
の
区
別
を
示
す
。

〔
　
　
〕
　

校́
訂
に
関
す
る
注
で
、
原
則
と
し
て
釈
文
の
右
傍
に
付
し
、

本
文
に
置
き
換
え
る
べ
き
文
字
を
含
む
場
合
。

力
　
　
　
　
編
者
が
加
え
た
注
で
疑
間
の
残
る
も
の
。

マ
マ
　
　
　
文
字
に
疑
間
は
な
い
が
意
味
の
通
じ
難
い
も
の
。

一
、
地
図
中
の
▼
は
木
簡
の
出
土
地
を
示
す
。



、
釈
文
の
最
下
段
に
二
桁
で
示
し
た
型
式
番
号
は
、
木
簡
の
形
態
を
示
し
、

つ
ぎ
の
一
五
型
式
か
ら
な
る
。
（第

一
図
参
照
）

ｏ
ｒ
型
式
　
短
冊
型
。

ｏ
Ｓ
型
式
　
短
冊
型
で
、
側
面
に
孔
を
穿

っ
た
も
の
。

ｏ
８
型
式
　
一
端
が
方
頭
で
、
他
端
は
折
損

・
腐
蝕
で
原
形
が
失
わ
れ
た
も

の
。

小
形
短
形
の
も
の
。

小
形
矩
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。

長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。
方

頭

・
圭
頭
な
ど
種
々
の
作
り
方
が
あ
る
。

ｏ
毬
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。

ｏ
器
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
、
他
端
を
尖

ら
せ
た
も
の
。

ｏ
毬
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、
他
端
は

折
損
あ
る
い
は
宿
蝕
し
て
不
明
の
も
の
。

ｏ
留
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

ｏ
毬
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、
他
端
は
折

損
あ
る
い
は
腐
蝕
し
て
不
明
の
も
の
。

ｏ
２
型
式
　
用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

ｏ
３
型
式
　
用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

ｏ
留
型
式
　
折
損
、
再
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し
な
い
も
の
。

ｏ
▼
型
式
　
削
暦
。

い

〔日（］的い］］］的四四山山［］］『］脚］四蜘四脚日山］［日出日出〕弾

ｏ
褪
型
式

ｏ
鶴
型
式

ｏ
留
型
式

1978年出上の木簡

″,′A  ω  tt.C  '77型 A

生 __i二■_…卜」ヨ____工___二三中 ________■
5 in

ュ
ｎ
本
た
々
ぉ
プ
ｎ
ｆ
ホ
τ
２
井

日
Ｈ
出
日
Ｒ
題

ω

匠

f盈

多
カ
必
璽

第 1図 木簡の形態分類
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1978年出上の木簡

奈
良
・平
城
官
跡

１

所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

・
法
率
寺
町

・
北
新
町

２

調
査
期
間
　
　
東
院
地
区
　
一
九
七
八
年

（昭
和
５３
）
六
月
を
十

一
月

第

一
次
朝
堂
院
地
区
　
同
年
四
月
ぞ
七
月

３

発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

４

調
査
担
当
者
　
狩
野
　
久

５

遺
跡
の
種
類
　
宮
殿

・
宮
衛
跡

６

遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

７

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

平
城
宮
跡
内
で
は

一
九
七
八
年
度
に
お
い
て
二
調
査
地
区
か
ら
木
簡
が
出
土

し
て
い
る
。

一　
推
定
第

一
次
朝
堂
院
地
区
（第
一
一
一
次
調
査
）

宮
中
央
部
の
い
わ
ゆ
る
第

一
次
朝
堂
院
と
称
し
て
い
る
地
区
の
調
査
を
北
か

ら
順
に
九
七
次
、　
一
〇
二
次
と
行
っ
て
き
て
お
り
、
東
第

一
堂
の
規
模
や
朝
堂

院
の
東
限
の
塀

・
築
地
の
構
造
、
朝
堂
院
東
部
の
状
況
箸
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。
本
年
度
も

一
〇
二
次
の
さ
ら
に
南
に
続
く
個
所
で
、
東
第
二
堂
の
規
模

確
認
を
中
心
と
し
た
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
第
二
堂
は
梁
間
四
間
、
桁
行

十
二
間
以
上
の
規
模
を
持
つ
建
物
で
、
さ
ら
に
南
へ
の
び
る
こ
と
が
判
明
し
、

第

一
次
朝
堂
院
地
区
は
第
二
次
地
区
と
は
異
な
り
、
東
西
に
各
二
棟
の
南
北
棟

が
配
置
さ
れ
る
可
能
性
が
強
く
な
っ
た
。
ま
た
朝
堂
院
の
東
面
の
区
画
は
、
塀

↓
塀
↓
築
地
と
三
度
の
造
替
が
あ
る
。
こ
の
朝
堂
院
東
限
か
ら
約

一
七
ｍ
束
の

第

一
次
朝
堂
院
と
第
二
次
朝
堂
院
の
間
に
平
城
宮
中
央
部
の
基
幹
排
水
路
で
あ

る
南
北
溝
が
あ
る
。
こ
の
溝
か
ら
木
簡
が
出
土
し
た
。
九
七
次
、

一
〇
二
次
調

査
に
お
い
て
も
同
溝
の
上
流
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

一
六
三
点
、
二
八
点
の
木
簡
が
出

上
し
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
構
に
は
両
朝
堂
院
地
区
か
ら
の
東
西
濤
が
流
入
し

て
い
る
の
で
、
ど
ち
ら
の
地
区
の
木
簡
か
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
薄
は

素
掘
り
で
、
幅
は
二
ｔ
三

ｍ
、
深
さ

一
ｍ
あ
り
、
三
八
ｍ
分
を
検
出
し
た
。
二

回
の
改
修
が
認
め
ら
れ
、
上

・
中

・
下
の
三
層
に
分
か
れ
る
。
中

・
下
層
に
つ

い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
さ
ら
に
二
層
の
堆
積
が
あ
る
。
過
去
三
回
の
調
査
の
木
簡
の

出
土
状
況
か
ら
、
最
初
の
改
修
は
天
平
初
年
頃
、
二
回
目
は
平
安
時
代
に
入
っ

て
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
木
簡
は
溝
北
部
に
集
中
し
て
二
四
点
出
上
し
た
。
内

訳
は
上
層
溝
下
層
八
点
、
下
層
溝
上
層

一
四
点
、
下
層
溝
下
層
二
点
で
あ
る
。

削
暦
は
七
点
あ
る
。
こ
の
溝
以
外
で
は
発
掘
区
東
北
隅
の
上
娯
か
ら

一
点
出
土

し
て
い
る
が
、
わ
ず
か
に
墨
痕
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

一一　
東
院
園
池
北
方
地
区
（第
一
一
〇
次
調
査
）

平
城
宮
東
張
出
部
の
東
院
地
区
東
南
隅
に
新
旧
二
時
期
の
認
め
ら
れ
る
園
池

遺
構
の
あ
る
こ
と
が
既
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が

（四
四
次
。
九
九
次
調
査
）
、

本
調
査
区
は
そ
の
池
の
北
側
に
接
す
る
場
所
で
あ
る
。
今
回
調
査
の
結
果
、
三

回
の
整
地
と
、
Ａ
期
以
前
お
よ
び
Ａ
？
Ｇ
期
の
八
期
に
区
分
で
き
る
重
複
の
著

し
い
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
各
期
の
絶
対
年
代
は
決
め
に
く
い
が
、
今
の
と
こ

ろ
、
Ａ
期
以
前
と
は
こ
の
地
区
の
本
格
的
造
営
開
始
以
前
の
和
銅
年
間
頃
、
Ａ

期
は
東
院
東
面
大
垣
造
営
時
、
Ｂ
期
は
旧
池
が
作
ら
れ
る
養
老
年
間
以
前
、
Ｅ
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期
は
新
池
が
造
成
さ
れ
る
天
平
勝
宝
年
間
以
降
と
考
え
て
い
る
。
主
な
遺
構
は

掘
立
柱
建
物

一
二
棟
、
礎
石
建
物
四
棟
、
据
立
柱
塀
五
条
、
溝

一
九
条
、
石
敷

道
路
三
条
、
土
壊
な
ど
で
あ
る
。
性
格
的
に
は
発
掘
区
南
半
は
園
池
と
の
関
連

地
域
と
み
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
が
、
北
半
は
園
池
と
別
個
の
地
域
と
な
る
時
期

も
あ
る
。
木
簡
は
総
点
数
六
六
点
、
う
ち
削
暦
は
三
八
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

木
簡
の
う
ち
二
八
点
は
Ａ
期
以
前
の
上
竣

・
溝
か
ら
、

一
九
点
は
Ｄ
期
の
鷺
か

ら
、
他
は
整
地
上
、
柱
穴
据
形
等
か
ら
散
在
的
に
出
土
し
た
。

３

木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
推
定
第

一
次
朝
堂
院
地
区

下
層
溝
下
層

０
　

大
伴

国
□
□
日
下
部
□
□
×

下
層
溝
上
層

②
　
名
□
進
上
女
瓦
三
百
日
□
丁
器
五
人

¬

（
尽

じ

ｘ

∞
×

∞
　

ｏ
Ｐ
ｏ

第 1図 平嫉宮木簡出土地点図 (1979年 3月現在)(▼ 今年の木簡出土地)

神
亀
五
年
十
月
日
□
□
秦
小
酒
□
麻
呂
」

０
　
名
遠
江
国
敷
智
郡
□
呼
嶋

。「＋町肌耐端
鵜翻
司牌
弊翻剛
×

止
層
溝
下
層

④

　

普
田
　
□
匠
丁
十

二
×

①

　

籠
作
鵜
甘
第
□
□
□
□
□

×

ａ

３

＋

８

∪

×

ｓ
９

×
的
　

ｏ
留
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裏
異
筆
）

（
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∞
ω
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ｏ
∞
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1978年出上の木簡

⑪
　

名
嶋
　
文
倭
□
回
□
□

安
宗

寒
川

都
賀

阿
田
」

名
□
□
　
　
　
　
　
　
　
」
　

　

　

　

　

　

　

Ｆ∞ωｘ
卜ヽ

自
μ

九
七
次

。
一
〇
二
次
調
査
に
お
い
て
は
、
神
亀
三
年
？
天
平
三
年
頃
の
宮
肉

で
の
造
営
事
業
に
関
す
る
木
簡
が
多
数
含
ま
れ
て
い
た
が
、
今
回
出
土
木
簡
中

の
②
と
い
も
そ
れ
ら
と
関
連
す
る
と
み
ら
れ
る
。
と
く
に
②
は
、
九
七
次
出
土

の
神
亀
六
年
の
瓦
進
上
木
簡
と
同
類
で
あ
り
、
三
調
査
区
出
土
木
簡
は

一
括
し

て
取
扱
う
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
０
の
安
宗

。
寒
川

・
都
賀
は
下

野
国
内
の
郡
名
で
あ
る
。

一一　
東
院
園
池
北
方
地
区

Ａ
期
以
前

〔
知
力
〕

ω

名
探
里
　
　
□
国
里

□
部
里
　
□
□
部
里

〔
長

力
〕

名
□
□
里
　
青
見
里

前
里
　
　
石
寸
里
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ド∪
×
（Ｓ
温

寓
ド

②
　

□
甘
首
名
　
江
野
国
足
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｊ
×
Ｐ〕温

常
Φ

Ｏ
　
「
下
道
人
守
□
□
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（岸じ
ｘ
ｅ
Ｘ

寓
Ｐ

Ａ
期
ω
　
。
　
　
　
　
　
道
百
鳴
　
佐
伯
子
回

□
部
真
公
　
道
東
人
　
国
広
浜

・
回

氏
豊
人
　
□
□
□
足

〔史
力
〕

□
部
男
□

今
月
対

一
日

□
□
回
国
人

冥
霊
『　
盲
□
国
最
却

胚
ｒ

胚
□
訴
（
と
と
）

回
□
要
鞠
雑
鞭
剛
酔
手
幹
』

働
　

「＜
三
方
郡
乃
止
三
家
人
羽
志
米
六
斗
＜
」

Ｃ
期

０

　

ふ

吋

舛
国
周
吉
郡
融
瑯
潮
離
壬
部
塞

希

×

０
　
。
「
　
　
笛
吹
益
麻
呂

〔部
力
〕

。「剛
剛
田
剛
〔大
足
力
〕

Ｄ
期

０

　

各
田
部
林
□

①

　

膳
部
□

⑩
　

若
倭
部
□

昌E

（
嗚
枷
Ｊ

×
∞
∞
×
卜
　
Φ
∞
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ｗ
卜
Ｐ
Ｘ
∞
］
×
⇔
　
ｏ
∞
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第2図 東院園池北方区時期別遺構図

第 3図 東院園池北方遺構 (全景)



1978年出上の本簡

⑪

　

八
年

八
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ】

木
簡
は
比
較
的
古
い
時
期
の
遺
構
に
伴
う
も
の
が
多
い
が
、
年
紀
の
あ
る
も

の
は
な
い
。
断
片
や
腐
蝕
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
内
容
的
に
も
全
体
を
通
し

て
の
特
徴
の
よ
う
な
も
の
は
う
か
が
え
な
い
。
こ
の
中
で
は
①
の
里
名
を
列
記

し
た
も
の
が
こ
れ
ま
で
例
を
み
な
い
特
異
な
も
の
で
あ
る
。
里
名
の
う
ち
、
前

里
は
隠
岐
、
青
見
里
は
参
河
と
遠
江
、
石
寸
里
は
土
佐
、
環
里
は
伊
勢
と
参
河

に
み
ら
れ
る
。
な
お
柱
根
に

「
雇
工
春
刀
良
」
と
墨
書
し
た
も
の
が
あ
る
。

９

関
係
文
献

膝
娘
卵
短
腋
　
　
『
昭
和
５．
年
度
平
城
宮
跡
発
据
調
査
概
報
』

同
　
　
　
　
『
同
　
５２
年
度
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

同
　
　
　
　
『
同
　
開
年
度
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

同
　
　
　
　
　
『
平
城
宮
跡
発
据
調
査
出
土
木
簡
慨
報
⑪
』

同
　
　
　
　
『
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
』

同
　
　
　
　
　
『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

μ罵
ぎ

百凹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
聞円
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ドＯ
瀾
∞
』

第
４
図
　
東
院
地
区
出
上
の
柱
根
墨
書

九
七
七
年

九
七
八
年

九
七
九
年

九
七
七
年

九
七
八
年

九
七
八
年

九
七
九
年

（加
藤
　
優
）

13



京
都
・長
岡
官

・
京
跡

１

所
在
地
　
　
　
向
日
市
鶏
冠
井
町

・
森
本
町

２

調
査
期
間
　
　
一
九
七
八
年
（昭
５３
）
十
月
を
七
九
年

一
月

３

発
掘
機
関
　
　
向
日
市
教
育
委
員
会

４

発
掘
担
当
者
　
山
中
章

５

遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６

遺
跡
の
時
代
　
八
世
紀
末

７

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

０
長
岡
京
跡
左
京
第
２２
次
調
査

本
調
査
地
は
、
長
岡
京
左
京
二
条
二
坊
五

・
六
町
に
あ
た
る
地
点
で
、
調
査

は
、　
一
九
七
八
年
十

一
月
十
七
日
か
ら

一
九
七
九
年

一
月
二
十

一
日
ま
で
実
施

し
た
。
そ
の
結
果
、
長
岡
京
時
代
の
三
本
の
溝
と
二
軒
の
建
物
、

一
丞
の
井
戸

を
検
出
し
た
。
木
簡
を
出
上
し
た
藩
は
、
左
京
第
１３
次
調
査

（
一
九
七
七
）
で
検

出
し
た
Ｓ
Ｄ

一
三
〇

一
の
東
３０

ｍ
の
延
長
部
に
あ
た
る
。

今
回
も
木
簡
の
出
土
し
た
溝
Ｓ
Ｄ

一
三
〇

一
は
、
三
条
大
路
南
側
溝
か
ら
心

心
距
離
で
北
へ
約
七
三
八
ｍ
の
地
点
に
位
置
し
、
左
京
二
条
二
坊
六
町
と
五
町

の
間
を
東
西
に
、
西
か
ら
東
へ
流
れ
る
幅
２
．
９
ｍ
？
‐
・
Ｏ
ｍ
、
深
さ
０
。
５
ｍ
の
溝
で
あ

之つ
。溝

中
に
は
、
二
個
所
に
橋
状
遺
構
Ｓ
Ｘ
三
二
〇
九

。
Ｓ
Ｘ
三
二
一
〇
が
あ

る
。
第
１３
次
調
査
で
は
、
延
暦
六
年
の
紀
年
銘
の
あ
る
木
簡
を
出
土
す
る
素
掘

り
の
濤

（第
Ｉ
期
）
か
ら
、
同
八

・
九
年
の
紀
年
銘
の
あ
る
木
簡
を
出
土
す
る
側

板
を
持
つ
繕

（第
Ⅱ
期
）
へ
と
造
り
か
え
ら
れ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
が
、
今

回
は
、
こ
の
側
板
を
持
つ
溝
を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
代
わ
り
に
こ
の
橋

状
遺
構
を
検
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

木
簡
は
、
こ
の
橋
状
遺
構
の
も
の
を
含
め
て
、
合
計

一
一
三
点
出
土
し
た
。

（
一
九
七
九
年
二
月
七
日
か
ら
二
月
九
日
ま
で
の
立
合
調
査
で
、
さ
ら
に
こ
の
東
３０
ｍ
の
地

点
か
ら
７
点
出
上
し
た
。）

木
簡
は
溝
全
域
か
ら
出
土
し
て
い
る
が
自
１
参
も
、
特
に
（
両
橋
状
遺
構
の
間

か
ら
は
７７
点

の

％
）
が
出
上
し
た
。
内
、
Ｉ

・
Ⅱ
層
か
ら
は
５５
点

Ω

％
）
が
出

上
し
て
お
り
、
土
器

・
木
器
等
も
こ
の
付
近
か
ら
数
多
く
出
土
す
る

こ
と
か

ら
、
溝
を
廃
棄
す
る
時
、
こ
の
僑
状
遺
構
か
ら

一
括
し
て
投
棄
さ
れ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

溝
の
埋
土
は
基
本
的
に
四
層
に
わ
か
れ
る
宴
）。
こ
の
う
ち
Ｉ
・Ⅱ
層
が
第
１３

次
調
査
で
の
第
Ⅱ
期
、
Ⅲ

。
Ⅳ
層
が
第
Ｉ
期
に
対
応
し
て
い
る
。
層
位
別
の
出

土
数
は
、
第
二
期

（Ｉ
・
コ
層
）
で
８．
点

の

％
）
、
第
１
期
（Ⅲ
・
Ⅳ
層
）
で
２９
点
分

％
）
で
あ
る
。
第
１３
次
調
査
で
は
、
第
Ｉ
期
が
１０
点

¢

％
）
と
少
な
い
の
に
比

較
す
る
と
、
や
や
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
今
回
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
溝
を

埋
立
て
る
た
め
に
廃
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
他
、
形
態
の
上
で
は
、
今
回
出
土
の
本
簡
は
遺
存
状
態
が
特
に
悪
く
、

完
形
品
の
占
め
る
割
合
が
１３
％
と
低
く
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
破
損

し
た
断
片

（〇
八
一
型
式
）
で
あ
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
（第
１３
次
調
査
で
は
３４
％
）
０
尚
、
同
時

に
大
量
の
墨
書
土
器
が
出
上
し
た
が
、
そ
の
主
な
も
の
は
、
「
大
膳
」
「
外
記
」



「
侍
従
」
「秦
」
「
史
」
「
秋
継
」
な
ど
で
あ
る
。

０
長
岡
宮
跡
第
８７
次
調
査

本
調
査
地
は
、
長
岡
宮
の
東
辺
北
部
、
平
安
宮
大
内
裏
図
で
は
左
近
衛
府
に

あ
た
る
地
点
で
、
調
査
は

一
九
七
八
年
十
月
二
十
二
日
か
ら
十
二
月
四
日
ま
で

実
施
し
た
。

木
簡
は
、
調
査
地
中
央
を
北
西
か
ら
南
東
へ
流
れ
る
幅
‐０
・
Ｏ
ｍ
、
深
さ
０
・
６
ｍ
の

溝
中
か
ら
検
出
さ
れ
た
。

（本
調
査
地
の
北
西
二
五
〇
ｍ
の
地
点
で
は
、
長
岡
京
初
見

の
木
簡
一
点
が
一
九
七
〇
年
出
上
し
て
い
る
。）
薄
は
、
基
本
的
に
、
褐
色
砂
層

（Ｉ

層
）
、
褐
色
砂
礫
層
（Ⅱ
層
）
、
暗
青
灰
色
砂
礫
層
（Ⅲ
層
）
の
三
層
に
わ
か
れ
る
が
、

木
簡
は
、
長
岡
京
時
代
の
遺
物
を
出
す
第
Ⅱ
層
か
ら
二
点
出
土
し
た
。
１
は
鉄

の
完
形
品
で
丁
寧
な
つ
く
り
を
し
て
お
り
、
字
も
楷
書
の
美
し
い
も

の

で
あ

る
。
中
央
上
端
部
よ
り
も
皿
の
所
に
２
．
５
ｍ
の
穴
が
あ
け
ら
れ
て
い
る
。
他
の
一

点
は
断
片
で
判
読
で
き
な
い
が
、
同
じ
く
第
Ⅱ
層
か
ら
出
上
し
た
。
消
、
本
調

査
地
で
も
墨
書
土
器
が
出
土
し
、
「
官
」
「
大
」
「
五
」
「
百
」
コ
一ご

な
ど
が
み

ら
れ
る
。

８

木
簡
の
釈
文

・
内
容

鼻
取
六
一オ
カ
〕

「
□

岡

Ｈ

Ｉ Ｉ

Ｈ

回

□

□

□

□

□

茨

田

清

成

」

選

云

５

と

表

Φ
Ｆ

醤

名
二
月
十
九
日
□
米
五
斗
」

名
□
□
□
　
　
　
　
　
　
」

立

〔卜
銭
力
〕

名
□
□
回
□
□
□
□
一戸
主
尾
張
諸
上
十
写
π

。「日
〕
日
日
‐―
□
　
　
　
　
」
（習
書
）

「縫
殿
寮

「＜
難
波
佐
婆
部
令
□
×

「
九
月
四
日
大
□
×

十
月
回
ｘ

I
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「
□
田
郡
□
□
□
×

ら
河

力
〕

固
有
件
大
□

□
□
□
□

〔月

八

日

軽

間

嶋
３

□
□
□
□
□
□
回
□

身
宮

［日
口
日
日
ｉｌ
日
日
日
日
々
表
裏
と
も
禾
。木
・寸
・Ｕ
の
考
偏
）

［旧
日
日
日
ｌｉ
日
日
旧
日
ズ
表
裏
と
も
禾
・月
等
の
芳
偏
）

〔
主
力
〕

「
＜
三
福
□
」

〔
符
力
〕

郡
□
条
女
郷
丈
部
家
×

□
□
□
□

彙
□
取
廣
岡
」

美
子
米
五
斗
　
」

「＜
□
□

一
口

名
伊
与
国
和
気
郡
倉
橋
」

名
国
人
五
斗
　
　
　
　
」

「
阿
波
国
名
方
郡
井
上
庸
×

〔矢
力
〕

名
＜
小
□
□
六
十
隻
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ｏ
∞
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い
い
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企
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μ
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ω
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ｏ
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じ
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ヽ
　
Ｉ
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〕
鼠
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μ
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×

（
『
）
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一　
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∞
μ
　

”
寃
】
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調
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表
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表
採
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岡
官
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出
土
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物
志
三
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伽
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熊

直
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×

岸
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×
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Π
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Φ
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中
　
一邑

９

関
係
文
献

福
山
敏
男

「長
岡
宮
跡
出
土
木
牌
の

『人
物
志
三
巻
』
に
つ
い
て
」

Ｇ
日
本
歴
史
」
三
七
二
号
一
九
七
九
年
）

層 位 欝＼
SD1301 SX2209 SX2210 立  合 計

I 褐 色 粘 質 土 2

コ 淡灰褐色粘質土 3 3

Ⅲ 暗青灰色粘質土 0

Ⅳ 褐 色 砂 層

表 採

計 5

左京第22次調査 〈層位 。遺構別木簡出土数一覧表〉
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第 2図 長岡宮・京木簡出土地点図



御
み

Tこ
ケ が

谷ゃ
遺
跡

静
岡

。

１

所
在
地
　
　
　
静
岡
県
藤
枝
市
瀬
吉
宇
御
子
ケ
谷

２

調
査
期
間
　
　
一
九
七
七
年

（昭
和
５２
）
六
月
を

一
九
七
八
年
二
月

３

発
掘
機
関
　
　
藤
枝
市
教
育
委
員
会

４

調
査
担
当
者
　
八
木
勝
行

，
原
川
宏

・
磯
部
武
男

５

遺
跡
の
種
類
　
地
方
官
衛
遺
跡

（駿
河
国
志
太
郡
衛
址
）

６

遺
跡
の
年
代
　
奈
良

。
平
安
時
代

７

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

御
子
ケ
谷
遺
跡
は
、
志
太
平
野
の
西
端
部
、
海
岸
線
よ
り
約
七
血
ほ
ど
入
っ

た
丘
陵
地
帯
の
末
端
に
位
置
ｔ
、
海
抜
二
六
ｍ
の
平
地
に
立
地
す
る
。
南
側
を

低
丘
陵
に
取
り
囲
ま
れ
た
東
西

一
〇
〇
ｍ
、
南
北
七
〇
ｍ
の
狭
い
範
囲
に
あ

り
、
掘
立
柱
建
物
遺
構
、
井
戸
、
柵
、
板
塀
、
道
路
遺
構
等
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
。
地
形
的
に
は
限
ら
れ
た
区
域
な
が
ら
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
形
で
遺
構
が
配

置
さ
れ
て
い
る
点
で
大
き
な
特
徴
を
有
す
る
。
官
衛
的
な
性
格
の
強
い
遺
構
群

の
在
り
方
を
示
し
、
併
せ
て
出
土
し
た
遺
物
群
に
よ
っ
て
、
律
令
時
代
に
お
け

る
駿
河
国
志
太
郡
の
郡
衛
遺
構
と
し
て
の
可
能
性
が
強
ま
っ
た
。

御
子
ケ
谷
遺
跡
か
ら
は
、　
一
〇
点
の
木
簡
が
出
上
し
て
い
る
。
遺
跡
の
立
地

上
の
条
件
か
ら
木
製
品
の
保
存
に
は
恵
ま
れ
、
各
種
日
常
容
器

・
道
具
類
と
と

も
に
検
出
さ
れ
る
。

一
点
は
板
塀
で
回
ま
れ
た
建
物
群
中
の
小
土
壊
中
よ
り
、
多
数
の
木
片
に
混

御 子 ケ 谷 遺 跡 遺 構 配 置 図



1978年出上の木簡

入
し
て
出
土
し
て
い
る
が

（墨
痕
２
仔
在
は
確
認
で
き
る
が
、
文
字
は
判
読
で
き
な

い
）
、

遺
跡

の
南
側

を
東
西
に
走
る
道
路
遺
構
の
縁
に
添

っ
た
低
湿
地
の
部
分

か
ら
の
も
の
で
、
土
器

・
木
製
品
と
と
も
に
投
棄
さ
れ
た
状
態

を
示

し

て
い

ＺＯ
。低

温
地
部
で
の
堆
積
層
の
観
察
か
ら
、
出
土
す
る
木
簡
は
大
き
く
二
群
に
分

離
さ
れ
る
。
基
底
面
に
近
く
、
道
路
遺
構
の
補
修
拡
張
に
伴
う
整
地
層
の
下
面

に
あ
た
る
奈
良
時
代
遺
物
包
含
層
中
の
も
の
六
点
（０
・
ω
・
①
・
０
）
と
、
底
面

よ
り
高
い
暗
褐
色
有
機
粘
土
層

（平
安
時
代
遺
物
包
含
層
）
中
に
合
ま
れ
る
三
点

（ω
・
②
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
出
土
状
況
か
ら
建
物
群
と
の
関
連
の
な
か
で
担

え
ら
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
破
損
や
二
次
的
な
変
形
を
受
け
た
も
の
が
多

い
。木

簡
と
と
も
に
多
数
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
が
、
こ
と
に
墨
書
土
器
の
大

量
出
土
は
内
容
的
に
も
最
も
注
目
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
星
い
太
」
「
大
領
」
星
心

大
領
」
「
少
領
」
選
い
太
少
領
」
塁
心
太
少
」
「
主
帳
」
星
心
太
厨
」
塁
心
厨
」
を
含

む
二
三
七
点
の
墨
書
土
器
群
は
、
地
方
宮
衛

（郡
衡
）
と
し
て
の
遺
跡
の
性
格
付

け
を
明
確
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
他
に
も
、
陶
硯
↓
施
釉
陶
器
類
、木
製
馬
具
、

漆
器
な
ど
の
上
質
な
遺
物
群
が
含
ま
れ
て
い
る
。

Ｓ

木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔少
力
〕

ω
　
×
申
進
上
夫
事
　
□
長
谷
浄
成

・＝

・

娼
×

「
　
　
　
　
　
□
□
召
□
□
国
人
口
父

人
口
□
回
事
□
□
□
　
　
安
人
口
□

□
□防田
剛
個
田
期
田
□
□
×

・
□
五
□
□
□
　
友
足
」

・　
　
　
　
　
□
□
」

名
召
　
　
剛
刊
　

□
□
前
□
×
　
　
・

名
女
召
　
付
里
正
丈
部
麻
く
呂

中
�
Φ
×
⇔
ｏ
×
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ｏ
∞
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Ｌ
（
μ
μ
∞
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（
中
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）
×
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ｏ
∞
μ

（
鶯
鴻
）
×
∞
μ
×
⇔
　
ｏ
∞
μ

残
念
な
が
ら
出
土
木
簡
に
よ
っ
て
直
接
年
紀
の
知
れ
る
も
の
や
、
志
太
郡
と

の
関
わ
り
の
明
確
な
も
の
は
な
い
。
し
か
し
、
人
名
や
数
字
を
書
き
込
ん
だ
進

上
木
簡
や
召
状
と
思
わ
れ
る
文
書
風
の
木
簡
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
点
で
、
郡

衛
に
お
け
る
実
務
体
系
を
知
る
貴
重
な
文
字
資
料
で
あ
る
と
い
え
る
。
又
、
文

献
資
料
の
乏
し
い
な
か
で
、
少
長
谷
浄
成

。
日
置

・
友
足

・
丈
部
麻
呂
な
ど
の

人
名
に
関
す
る
資
料
が
増
加
し
た
こ
と
や
一
０
号
木
簡
に
み
え
る

「
里
正
」
に

よ
っ
て
郷
里
制
下
の
年
代
が
想
定
さ
れ
、
御
子
ケ
谷
遺
跡
の
成
立
年
代
を
把
握

す
る
手
懸
り
を
与
え
る
な
ど
重
要
な
意
義
を
も
有
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
御
子
ケ
谷
遺
跡
に
お
け
る
木
簡
を
は
じ
め
墨
書
土
器
な
ど
の
文
字
資
料
の

果
す
役
割
は
非
常
に
大
き
い
。

９

関
係
文
献

八
木
勝
行
　
　
「
御
子
ケ
谷
遺
跡
の
発
据
」
（志
太
ニ
ュ
ー
ス

（
μ
Φ
ω
）
×

（
］
Φ
）
×

μ
∞
　
ｏ
∞
Ｐ

全

∞
頓
）
×

（
∞
∞
）
×
『
　
Φ
∞
ド

（
ゃ
］
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）
×
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×
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九
七
二
）

ク
　
　
　
「
御
子
ケ
谷
遺
跡
の
調
査
―
駿
河
国
志
太
郡

の
郡
衛
遺
構
―
」
（月
刊
文
化
財
判
／
２
）

ク
　
　
　
「
御
子
ケ
谷
遺
跡

（駿
河
国
志
太
郡
衛
跡
）
の
調

査
」
（静
岡
県
考
古
学
研
究
Ｉ
）

藤
枝
市
教
育
委
員
会
「
日
本
住
宅
公
団
藤
枝
地
区
埋
蔵
文
化
財
発

掘
調
査
概
報
―
昭
和
五
二
年
度
―
」

（藤
枝

市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
報
―
昭
和
五
二
年
度

―
）

磯
部
武
男
　
　
「御
子
ケ
谷
遺
跡

『駿
河
国
志
太
郡
衛
址
』

の
調
査
」
（信
濃
三
〇
十
五
）

藤
枝
市
教
育
委
員
会
『
藤
枝
市
の
発
掘
調
査
配
２
』

一
九
七
八
年

一
九
七
八
年

一
九
七
八
年

一
九
七
八
年

一
九
七
八
年

一
九
七
八
年

（八
木
勝
行
）

御子ケ谷遺跡出上の上器墨書銘



1978年出上の木簡

韓
国
慶
州
市
に
あ
る
、
新
羅
時
代
の
宮
城
の
苑
池

″雁
鴨
池
″
発
掘
の

調
査
が
、　
一
九
七
五
年
か
ら
二
年
余
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、
そ

の
発
据
報
告
書
が
、
早
く
も
昨
年
末
に
同
国
文
化
財
管
理
局
か
ら
刊
行
さ

れ
た
。
図
版
篇
と
も
に
二
冊
か
ら
な
る
大
冊
で
あ
る
が
、
な
か
に
八
世
紀

代
の
木
簡
が
四
十
七
点
合
ま
れ
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。
「天
宝
十
載
」

「宝
応
四
年
」
等
中
国
紀
年
を
も
つ
も
の
の
ほ
か
干
支
年
の
も
の
が
あ
り
、

ま
た
付
札
の
切
り
込
み
状
の
つ
く
り
方
が
、
居
延
漢
簡
の
付
札
に
似
て
い

る
の
は
興
味
深
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（編
集
子
）



秋
田
・払
田
柵
跡

１

所
在
地
　
　
　
　
秋
田
県
仙
北
郡
仙
北
町

（旧
高
梨
村
）
大
字
払
田

・
同
郡

千
畑
村
本
堂
城
廻

２

調
査
時
期
お
よ
び
機
関

・
担
当
者

一
九
二
〇
年

（昭
５
）
藤
井
東

一

同
年

一
〇
月
、
文
部
省

。
上
田
三
平

３

遺
跡
の
種
類
　
　
城
柵
跡

４

遺
跡
の
年
代
　
　
平
安
時
代

５

木
簡
出
土
時
期

　

①
②

一
九
三
〇
年
、
⑥

一
九
七
二
年

（昭
４７
）
一
〇
月

６

木
簡
の
釈
文
お
よ
び
出
土
の
事
情
等

ω

　

×
□
件
精
請
取
閣
四
月
甘
六
日
寺
書
生
仙

氏
監
」

七
寸
三
分
五
厘
×
八
分
×

一
分
五
厘

②
　
名
飽
海
郡
隊
長
解
　
申
請
□
□
□
口
川
□

」
　

］Φ卜巡
Φヽ

９
騨

名
六
月
十
二
日
　
隊
長
春
日
旅
□
　
　
　
」

０
　
・
×
□
十
火
　
大
根
二
石
八
斗
八
升

　
　
　
　

（霊
）×
ω∞ふ

自
⇔

・
×
回

二
斗
八
升
二
合

い
は
現
在
所
在
不
明
だ
が
、
上
田
三
平
氏
の
報
告
に
よ
る
と
、
長
森
丘
陵
北

部
の

「
ホ
イ
ド
井
泉
陛
」
か
ら
東
へ
約
二
を
三
尺
は
な
れ
た
土
中
よ
り
発
見
さ

れ
た
。
中
央
よ
り
や
や
下
方
で
二
片
に
分
離
し
、
上
端
が
少
し
く
欠
け
、
文
字

52



面
の
両
側
に
面
取
り
を
施
し
て
い
る
。
墨
書
は
、
月
日
の
下
の
記
名
は
甚
だ
削

落
し
て
読
み
難
い
が
、
上
方
の

「精
請
取
」
は
極
め
て
明
確
で
あ
る
と
い
う
。

下
か
ら
ｆ
字
目
は
、
■
田
氏
の
報
告
で
は

「
寿
」
と
読
ま
れ
て
い
た
が
、
最
近

発
見
さ
れ
た
、
昭
和
十
二
年
四
月
十
八
日
付
後
藤
宙
外
氏
の
手
紙
に
付
さ
れ
た

「
払
田
柵
址
よ
り́
出
上
の
木
簡
写
」
の
見
取
図
に
よ
り
、
「
書
」
で
あ
る
可
能
性

が
き
わ
め
て
強
く
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
図
に
よ
る
と
、
下
か
り
二
字
目
と
三

字
目
の
間
は
、
他
と
比
べ
て
や
や
あ
い
て
お
り
、
墨
痕
ら
し
き
も
の
が
記
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
右
書
状
に
、
「
高
梨
村
払
田
後
藤
十
兵
衛

公
「東
市
）
の
孫
某

少
年
の
採
集
せ
る
も
の
也
」
と
あ
る
点
は
注
意
さ
れ
る
。

の
は
、
藤
井
東

一
氏
の
報
告
に
よ
る
と
、

一
九
二
〇
年
九
月
七
日
の

「
厨
清

水
」
（ホ
イ
下
井
泉
吐
）脇
の
調
査
に
よ
っ
て
、
「
懺
悔
」
「
厨
家
」
「
厨
」

な
ど
の

文
字
の
あ
る
墨
書
土
器
多
数
と
と
も
に
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。
長
ら
く
行
方

不
明
で
あ
っ
た
が
、

一
九
七
六
年
に
自
然
乾
燥
状
態
で
発
見
さ
れ
、
右
の
よ
う

に
解
読
さ
れ
た
。
一
飽
海
郡
」
は
出
羽
国
の
郡
名
、
「
隊
長
」
は
隊
正

・
五
十
長

に
同
じ
か
。

０
は
、

一
九
七
二
年

一
〇
月
、
「
ホ
イ
ド
清
水
」
で
表
面
採
集
さ
れ
た
も
の
。

材
質
は
ス
ギ
の
柾
目
で
、
上
半
部
を
欠
い
て
い
る
。
現
在
は
自
然
乾
燥
状
態
。

「
火
」
は
兵
士

一
〇
人
で
編
成
さ
れ
る
単
位
。

７

関
係
文
献

上
田
三
平
　
　
『
指
定
史
蹟
払
田
柵
阻
』
高
梨
村
史
蹟
保
存

会

議
井
東

一
　

　

「
払
田
柵
」
（秋
田
考
吉
会
々
誌
二
十
四
）

九
二
九
二

上
田
三
平
　
　
「
払
田
柵
陛
」
台
史
蹟
精
査
報
告
第
三
、
払
田

柵
趾

・
城
輪
柵
附
し

滝
川
政
次
郎

　

「
短
冊
考
―
―
払
田
柵
址
出
土
の
木
札
に
つ

い
て
―
―
」
（古
代
学
七
十
一一）
の
ち

『
法
制
史

論
叢
第
四
冊
、
律
令
諸
制
及
び
令
外
官
の
研

究
』
所
収

奈
良
修
介

・
豊
島
昂

　

『
秋
田
県
の
考
古
学
』

新
野
直
吉
　
　
「
払
田
柵
吐
か
ら
新
出
上
の
木
簡
」
（秋
大
史

学
一一〇
）

平
川
南
　
　
　
「
秋
田
県
払
田
柵
跡

・
岩
手
県
胆
沢
城
跡

・

同
落
合
遺
跡
出
上
の
本
簡
」

（第
一
回
木
簡
研

究
集
会
記
録
）

″
　
　
　
　
「
東
北
地
方
出
上
の
木
簡
―
払
田
柵
跡

・
胆

沢
城
跡
―
」
（第
三
回
木
簡
研
究
集
会
記
録
）

1977年以前出土の木簡(― )

年 年

一
九
二
八
年

一
九
五
八
年

一
九
六
七
年

一
九
七
三
年

一
九
七
六
年

一
九
七
九
年

（栄
原
永
遠
男
）



奈
良
・平
城
官
跡

（第
五
次
）

ユ

所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

２

調
査
期
間
　
　
一
九
六
〇
年

（昭
３５
）

十

一
月
を

一
九
六

一
年
二
月

（第
五

次
）

３

発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

４

調
査
担
当
者
　
石
田
茂
作

５

遺
跡
の
種
類
　
宮
殿

・
宮
衛
跡

６

遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
ｔ
平
安
時
代
初
期

７

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

平
城
宮
跡
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
奈
良
時
代
七
十
余
年
間
に
お
け
る
政
治
の

中
心
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

一
九
六

一
年

一
月
、
こ
こ
か
ら
始
め
て
木

簡
が
検
出
さ
れ
、
以
後
陸
続
と
し
て
木
簡
の
発
見
さ
れ
る
先
駆
と
な
っ
た
。
木

簡
が
出
土
し
た
の
は
推
定
第

一
次
内
裏
北
方
に
あ
る
土
竣
で
あ
る
。
こ
の
上
鍍

は
南
北
二
つ
の
上
墳
が
相
接
し
て
掘
ら
れ
た
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
北
半
部
は

東
西
三
ｍ
、
南
北
三

・
五
ｍ
、
深
さ

一
ｍ
、
南
半
部
は
東
西
三
ｍ
、
南
北
二
・

五
ｍ
、
深
さ

一
ｍ
程
の
大
き
さ
で
あ
る
。
し
か
し
埋
土
や
遺
物
の
状
況
に
差
は

な
く
、
ま
た
遺
物
が
同

一
土
層
か
ら
出
土
す
る
こ
と
や
土
墳
の
壁
に
崩
れ
が
み

ら
れ
な
い
こ
と
、
遺
物
が
土
墳
の
周
り
か
ら
底
部
に
か
け
て
投
げ
込
ん
だ
よ
う

な
形
で
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
両
者
と
も
同
時
期
に
穿
た
れ
、
比

較
的
短
期
間
の
う
ち
に
埋
め
ら
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
の
時
期
は
後
述
の
よ

う
な
出
土
木
簡
の
年
紀
か
ら
天

平
宝
字
末
年
ご
ろ
と
み
ら
れ

Ｚや
。こ

の
上
墳

は
塵
芥

処
理
用

で
、
木
簡
の
他
に
多
数
の
瓦

・

土
器
、
漆
冠
断
片

・
木
製
品

・

木
炭

・
薪
木

・
建
築
材
（檜
皮
な

ど
）
、
種
子

ク

！
ミ
・
桃
子
他
）

な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
墨
書
土
器
と
し
て
、
土
師
器

の
邦

の
外
面

に

「
弁
坑
勿
人

者
」
、
「
弁
培
勿
他
人
取
」
と
書

い
た
も
の
な
ど
計
六
点
が
出
土

し
て
い
る
。

Ｓ

木
簡
の
釈
文

。
内
容

木
簡
は
計
三

一
点
、
請
求
文

書

・
記
録

。
貢
進
物
の
荷
札

・

物
品
の
付
札

・
習
書
落
書
な
ど

に
わ
か
れ
る
。
主
要
な
木
簡
の

釈
文
を
末
尾
に
掲
げ
た
。
荷
札

に
天
平
宝
字
五

・
六
年
の
年
紀

が
あ
り
、
習
書
に
も
同
六
年
の

テ
=1~「 ~~‐

F=言題 五

,副
             II

I′

"

推定大膳職遺構配置図



1977年以前出上の本簡(一)

文
字
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
出
土
状
況
と
合
せ
い
ず
れ
も
宝
字
末
年
の
木
簡
と

考
え
て
よ
い
。

請
求
文
書
に
は
食
料
品
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、
と
く
に
い
は
、
法
華
寺
よ

り
当
時
滞
在
中
で
あ
っ
た
孝
謙
天
皇
近
侍
の
竹
波
命
婦
の
用
料
と
し
て
、
宮
内

の
食
料
管
理
官
司
に
充
て
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
文
中
の

「
大
床
所
」
に

つ
い
て
は
、
正
倉
院
仮
名
文
書
所
見
の

「於
保
止
己
可
都
可
佐
」
に
関
連
付
け

た
り
、
平
安
時
代
の

「
大
床
子
の
御
膳
」
に
関
係
付
け
て
天
皇
の
御
膳
を
作
る

所
と
す
る
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
意
味
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る

と
は
い
え
な
い
。
床
は
元
来
台
状
の
も
の
や
場
所
を
さ
し
、
寝
台
や
床
几
の
類

は
す
べ
て
床
で
あ
る
。
正
倉
院
宝
物
中
に
聖
武
天
皇
所
用
の

「
御
床
」
が
現
存

す
る
こ
と
、
『
延
喜
式
』
に
天
皇
や
官
人
の
座
と
し
て
し
ば
し
ば

「
床
子
」
（床

几
の
こ
と
）
が
み
え
る
こ
と
、
平
安
朝
の
清
凍
殿
に

「
大
床
子
」
が
あ
っ
た
こ
と

な
ど
を
参
照
す
れ
ば
、
こ
の

「
大
床
所
」
は
天
皇
の

「
床
」
の
あ
る
場
所
、
即

ち
御
座
所
を
意
味
す
る
と
解
す
る
の
も

一
案
で
あ
ろ
う
。
次
に
今
回

「敷
方
呂

尊
所
」
と
判
読
し
た
⑤
の
文
書
は
、
充
所
に

「尊
」
を
用
い
た

一
例
で
あ
る
。

類
似
の
表
現
は
正
倉
院
文
書
に
も
多
く
み
ら
れ
る
。
①
は
大
豆
購
入
の
記
録
と

み
ら
れ
、
こ
れ
も
食
料
に
関
係
す
る
。

荷
札
に
は
紀
伊
国
調
塩

・
甲
斐
国
雑
役
胡
桃
子
に
つ
け
ら
れ
た
も

の
が
あ

る
。
雑
役
の
胡
桃
子
は
雑
径
に
よ
る
調
達
物
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
雑
役

胡
桃
子
の
荷
札
で
は
国
名
が
追
記
さ
れ
て
い
る
が
、
同
様
な
例
は
第
十
二
次
調

査
出
上
の
備
前
国
水
母
御
贄
荷
札

全
一一九
八
号
）
に
も
あ
る
。
追
記
が
な
さ
れ
て

い
る
位
置
は
い
ず
れ
も
組
の
か
け
ら
れ
る
部
分
に
あ
た
り
、
こ
れ
ら
の
荷
札
が

物
品
の
消
費
さ
れ
る
時
点
で
廃
棄
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
中

央
で
の
追
記
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
地
方
に
お
け
る
荷
札
作
製
手
続
き
の

一
面
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
事
例
と
い
え
よ
う
。

物
品
の
付
札
は
海
産
物
な
い
し
柏
な
ど
、
食
物

・
食
器
に
関
す
る
も
の
で
、

荷
札
と
も
ど
も
食
料
管
理
官
司
と
の
関
係
が
推
察
さ
れ
る
。

断
片
の
う
ち
④
は
仮
名
専
用
文
の

一
例
、
①
の

「
大
天
平
宝
字
六
日
」
は
習

書
で
、
「
大
」
か
ら

「
天
」
に
連
想
が
働
き
年
紀
を
書
い
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

「
大
」
を
尊
称
と
解
す
る
の
は
当
た
る
ま
い
。

こ
れ
ら
の
木
簡
に
つ
い
て
は
発
掘
当
初
よ
り
食
料
管
理
官
司
と
の
関
係
が
注

意
さ
れ
、
滝
川
政
次
郎
氏
に
よ
っ
て
関
連
遺
構
を
内
膳
司
に
比
定
す
る
説
も
出

さ
れ
た
が
、
直
木
孝
次
郎
氏
の
反
論
や
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
で
の
そ
の
後

の
検
討
に
よ
り
、
大
膳
職
説
が
定
着
し
て
き
て
い
る
。

な
お
こ
れ
ら
の
木
簡
の
出
土
に
よ
っ
て
、
周
辺
遺
構
の
性
格
の
解
明
に
木
簡

が
始
め
て
利
用
さ
れ
、
遺
物

・
遺
構
の
編
年
に
も
確
か
な
基
準
と
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
単
に
最
初
の
大
量
発
見
で
あ
っ
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
こ
の
意

味
で
も
そ
の
後
に
与
え
た
影
響
は
極
め
て
大
き
な
も
の
が
あ
る
。

０

名
寺
請
　
小
豆

一
斗
　
醤

一
斗

五
升
大
床
所
酢
　
末
醤
等
」

名
右
四
種
物
竹
波
命
婦
御
所

　

　

　

　

一二
月
六
日
　
　
」

〔
キ荘
左
〕
　
〔妻
叩
ヵ
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］
釦Φ
×
含
Φ
）
×
卜
　
ｏ
μ
岸
　
一
三”

②

名
□
啓
　
□
日
日
回

〔一徊
ヵ
〕

□
回
□
一

¬



口

Ｈ

凹

一
壁

酔

同

　

　

．．

．
　

□

　

　

〈Ｎ
ｅ
ｘ

、̈
益

自
Φ

四
号

０
　
「謹
通
　
敷
万
呂
尊
所
　
請
菜
端
事
　
　
・
全
じ
ｘ
μ∞ふ

自
Φ
五
号

ω
　
名
阿
万
留
止
毛
宇
乎
弥
可
々
多
」
　

・

名
□
　
　
　
一日
日
――
――
日
日
日
豆
　
　
　
　
μ↓挿
（５
恙

自
Φ
工舎

０

名
肥
前
国
目
正
八
位
上
矢
□
□
日
Ｈ

名
筑
前
日
□
□
従
八
位
上
矢
田
部
□
回

（Ｆｅ
ｘ
μ∞ｈ

自
Φ
ご
写

①
　
・回
□
馬
馬
馬
馬
馬

。国
日
‐―
日
日
日
――
一　
　
　
　
　
　
（μじ
ｘ
（５
×
篤
寓
μ
葛
〓

０
　
・弓
甲
斐
国
」
山
梨
群
雑
役
胡
桃
子

一
古
　
」

。「
　
　
　
天
平
賓
字
六
年
十
月
　
　
　
　
」
μ導
×
‘
×
ｇ
　
Φ曽
　
一
九
号

０
　
国
大
豆
二
升
直
廿
二
文
使
□
口
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ】

一一二
号

①
　
大
天
平
賓
字
六
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ解

一一九
号

右
の
釈
文
は
、
本
稿
を
車
す
る
に
あ
た
っ
て
凍
結
乾
燥
処
理
を
施
し
た
実
物

を
調
査
し
、
読
み
改
め
た
も
の
を
中
心
と
し
て
い
る
。
調
査
に
際
し
御
高
配
と

助
言
を
頂
い
た
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
の
兄
頭
清
明
氏

に
謝
意
を
表
わ
し
た

い
。

９

関
係
文
献

滝
川
政
次
郎
　
「平
城
宮
跡
出
土
木
簡
と
賦
役
令
」
（日
本
上
古

史
研
究
五
十
五
、
の
ち
『法
制
史
論
叢
』第
四
冊
に
再

録
）
「海
藻
根
考
」

（日
本
上
吉
史
研
究
五
十
八
）

「昭
和
３５
年
度
平
城
宮
跡
第
二

・
四

・
五
次

発
据
調
査
概
要
」
（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年

報

一
九
六
ご

『平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
』
Ⅱ

「平
城
宮
跡
出
上
の
本
簡
と
大
膳
職
女
続
日
本

紀
研
究
九
十
四
。
五
・
六
、
の
ち

『奈
良
時
代
史
の

諸
問
題
』
に
再
録
）
　

・

『平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
』
Ⅳ

『平
城
宮
木
簡
』
Ｉ

『平
城
宮
発
据
調
査
報
告
』
Ⅶ

滝
川
政
次
郎

坪
井
清
足

・

田
中
塚

奈
良
国
立
文
化
財

研
究
所

直
木
孝
次
郎

奈
良
国
立
文
化
財

研
究
所

同 同

右 右

九 九

年 年

一
九
奎

年

一
九
六
二
年

一
九
六
二
年

一
九
六
七
年

一
九
六
九
年

一
九
七
六
年

（東
野
治
之
）



1977年以前出土の木簡(― )

茶
良
・平
城
官
跡

簗
七
も

１

所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

２

調
査
期
間
　
　
一
九
六

一
年
（昭
３６
）
七
月
ぞ

一
九
六
七
年
二
月
（第
七
次
）

３

発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

４

調
査
担
当
者
　
小
林
剛

５

遺
跡
の
種
類
　
宮
殿

・
官
衛
跡

６

遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
ど
平
安
時
代
初
期

７

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

平
城
宮
跡
で
は
、
前
項
で
と
り
あ
げ
た
本
簡
に
つ
づ
き
同
じ
推
定
大
膳
職
跡

か
ら
二
点
の
木
簡
が
出
上
し
た
。
木
簡
が
検
出
さ
れ
た
遺
構
は
、
大
膳
職
跡
に

東
西
に
並
ぶ
二
つ
の
井
戸
の
う
ち
中
央
の
井
戸
ａ
門
∞μじ
で
あ
る
。
発
掘
調
査

に
よ
り
、
こ
の
井
戸
は
長
岡
遷
都
に
際
し
て

一
旦
廃
絶
さ
れ
、
平
城
上
皇
時
代

に
先
の
井
戸
を
壊
し
て
同
じ
場
所
に
新
し
い
井
戸
を
作
り
再
使
用
さ
れ
た
が
、

平
城
上
皇
の
死
に
よ
る
平
城
宮
の
廃
棄
に
よ
り
再
び
廃
絶
さ
れ
た
こ
と
が
判
明

し
た
。
木
簡
は
首
い
方
の
井
戸
貧
井
一こ
か
ら

一
点
、
新
し
い
方
０
井
一ｇ

か
ら

一
点
出
上
し
て
い
る
。
Ａ
井
戸
か
ら
は
、
そ
の
ほ
か
土
器
、
万
年
通
宝
銭
、
神

功
開
宝
銭
、
呪
謳
の
人
形
、
斎
串
、
本
櫛
、
「
羮
所
」墨
書
土
師
器
甕
な
ど
が
検

出
さ
れ
、
Ｂ
井
戸
か
ら
は
土
器
、
緑
釉
陶
器
、
土
馬
、
隆
平
永
宝
銭
や
多
量
の

瓦
、
陽
物
形
木
器
、
斎
串
、
本
櫛
、
漆
器
、
難
波
津
の
歌
を
墨
書
し
た
土
器
筆

が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

８

木
衝
の
釈
文

。
内
容

０
　

山

９

関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財

研
究
所

粧
本
亀
治
郎

・
岡

田
茂
弘

奈
良
国
立
文
化
財

研
究
所

②

　

「
政

酔
岡
酸
醜

　

　

　

御

匠

殿

七

人

　

　

（Ｐさ

×
Ｐ∞
益

Ｐ
ｏ

聖

号

〔豊
ヵ
〕
〔簸
一ヵ
〕

ω
は
Ａ
井
戸
よ
り
、
②
は
Ｂ
井
戸
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
出
上
し
た
も
の
で
あ
る
。

②
に
つ
い
て
は
前
項
の
場
合
同
様
、
実
物
に
あ
た
っ
て
釈
文
を
改
め
た
。
②
の

意
味
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
お
そ
ら
く
仕
事
の
割
ふ
り
や
物
品
の
請
求
に
関
係

す
る
木
簡
で
あ
ろ
う
。
「
津
守
貞
成
」
「御
匝
殿
」
に
つ
い
て
は

『
平
城
宮
発
掘

調
査
報
告
』
Ⅳ
に
詳
し
い
。

同 同

右 右

『
平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
』
Ⅱ

「平
城
宮
跡
第
六

・
七
次
発
掘
調
査
概
要
」

『平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
』
Ⅳ

『
平
城
宮
木
簡
』
Ｉ

『平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
』
Ⅶ

Ｓ
中）
×
囀
×
∞

畠
ｏ

四
二
号

尋死死死死冗
鬱其究奄全全
年 年 年 年 年

57



彙

報

木
簡
学
会
設
立
総
会
お
よ
び
研
究
集
会
記
事

か
ね
て
設
立
の
準
備
が
す
す
め
ら
れ
て
い
た
、
木
簡
研
究
の
新
た
な
学
会
組

織
で
あ
る
木
簡
学
会
の
設
立
総
会
と
記
念
講
演
お
よ
び
研
究
集
会
は
、
奈
良
国

立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
資
料
館
で
左
記
の
如
く
行
な
わ
れ
た
。

◇
二
月
二

一
日
（土
）

午
後

一
時
三
〇
分
か
ら

設
立
総
会
　
準
備
委
員
代
表
岸
俊
男
氏
の
挨
拶
の
の
ち
、
弥
永
貞
三
氏
を
議

長
に
選
出
し
、
左
記
の
如
く
行
な
わ
れ
た
。

経
過
報
告
（田
中
稔
）

一
九
七
七
年

一
二
月
の
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

主
催
に
よ
る
第
二
回
木
簡
研
究
集
会
の
終
了
後
、
参
加
者
の
一
部
か
ら
新

た
な
木
簡
研
究
の
学
会
組
織
を
設
立
す
る
旨
の
提
案
が
な
さ
れ
、
参
加
者

全
員
に
よ
っ
て
準
備
委
員
が
選
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
奈
良
近
辺
の
準
備
委

員
を
中
心
に
、
当
日
出
さ
れ
た
参
加
者
の
意
見
や
、
諸
般
の
事
情
を
検
討

し
て
、
原
案
を
作
成
し
、
準
備
委
員
全
体
の
意
見
を
求
め
る
な
ど
し
て

よ
う
や
く
設
立
総
会
を
も
つ
と
こ
ろ
ま
で
来
た
。
幸
い
ロ
ー
ウ
ェ
博
士
の

来
日
を
機
会
に
設
立
総
会
を
計
画
し
て
は
、
と
の
意
見
も
あ
り
、
急
拠
日

程
な
ど
が
定
ま
っ
た
た
め
、
必
ず
し
も
準
備
委
員
全
体
の
意
見
を
十
分
に

経
め
る
ゆ
と
り
も
な
く
、
岸

・
田
中

・
狩
野
な
ど
奈
良
近
辺
の
準
備
委
員

が
赳
走
し
た
感
の
あ
る
点
は
深
く
お
詫
び
し
た
い
。
や
は
り
奈
良
近
辺
に

職
場
を
も
つ
数
人
で
事
務
局
を
構
成
し
、
こ
こ
で
も
検
討
を
重
ね
、
年
前

中
に
準
備
委
員
会
を
開
催
し
て
、
会
則
案
等
を
審
議
し
、
現
在
に
い
た
っ

た
。
な
お
、
右
の
よ
う
な
事
情
も
あ

っ
て
、
本
国
の
設
立
総
会
等
の
案
内

は
、
先
の
三
回
に
わ
た
る
木
簡
研
究
会
へ
の
参
加
者
に
限

っ
た
こ
と
も
了

解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

会
則
提
案
（狩
野
久
）

会
則
案
を
検
討
の
結
果
、
原
案
が
可
決
さ
れ
た
。

遂
条
審
議
が
な
さ
れ
、
部
分
的
な
修
正
意
見
も
出
さ
れ
た
が
、
と
く
に
運

用
す
る
過
程
で
実
情
に
応
じ
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
と
く
に

第
五
条
に
つ
い
て
は
そ
の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
会
の
主
旨
を
十
分
に
体
す

る
べ
き
で
、
例
え
ば
会
員
と
会
誌
購
読
者
と
を
区
別
す
る
点
に
つ
い
て
は

委
員
会
で
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
第
六
条
に
つ
い
て
は
顧
間
を

お
く
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
段
階

ま
で
は
設
け
ず
に
、
論
議
の
あ

っ
た
こ
と
を
記
録
に
と
ど
め
る
こ
と
と
な

っ
た
。
さ
ら
に
第
八
条
の
総
会
の
内
容
や
会
の
運
営
方
法
等
に
つ
い
て
は

委
員
会
で
検
討
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
第

一
一
条
に
も
と
づ
き
細
則
等
で
定

め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

会
費
提
案
（狩
野
久
）

初
年
度
で
予
算
の
積
算
基
準

が
明
確

で
は
な
い

が
、
総
会
開
催
費

・
会
誌
刊
行
費

。
そ
の
他
の
雑
費
で
概
算
八
〇
万
円
は

必
要
で
あ
り
、
こ
れ
を
会
費
に
よ
っ
て
賄
う
と
い
う
原
則
か
ら
、

一
人

一

万
円
と
す
る
案
が
提
出
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

委
員
お
よ
び
監
事
の
選
出
（田
中
稔
）

別
掲
の
如
く
提
案
さ
れ
、
承
認

さ

れ
た
。

記
念
講
演
　
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
東
洋
学
部
の
マ
イ
ケ
ル

・
ロ
ー
ウ

ェ
博
士



報

が
、
「
中
国
新
出
土
の
木
簡
と
吊
書
」
と
題
し
て
講
漠
さ
れ
た
。
そ
の
要
旨
は

別
掲
の
如
く
で
あ
る
。

懇
親
会
　
記
念

…
講
頂
終
了
後
、
年
後
六
時
か
ら
、
「
ガ
ー
デ
ン
大
和
」
で
行
な

わ
れ
、
親
睦
を
深
め
た
。

「

◇
四
月

一
日
（日
）

午
前
九
時
三
〇
分
か
ら
年
後
三
時
ま
で
、
左
記
の
研
究
発

表
が
行
な
わ
れ
た
。
い
ず
れ
も
報
告
内
容
は
本
号
に
収
載
で
き
た
の
で
、
本

誌
の
所
収
論
考
を
参
照
さ
れ
た
い
。

最
近
の
各
地
遺
跡
出
上
の
木
簡

加
藤
　
優
氏

・
八
木
勝
行
氏

平
川
　
南
氏

・
小
松
正
夫
氏

秋
田
城
跡
出
上
の
木
簡

藤
原
宮
跡
出
上
の
木
簡

鬼
頭
清
明
氏

（司
会
）

直
木
孝
次
郎
氏

・
北
村
文
治
氏

討
論
で
は
、
加
藤
報
告
を
補
足
し
て
御
子
ケ
谷
遺
跡
に
つ
い
て
八
木
勝
行
氏

の
報
告
が
あ
り
い
長
岡
京
。大
宰
府

。
長
門
国
府
遺
跡
な
ど
か
ら
の
出
土
木
簡

に
つ
い
て
も
補
足
報
告
が
あ
り
、
つ
い
で
秋
田
城
跡

・
御
子
谷
遺
跡

・
藤
原

宮
跡
の
順
序
で
、
と
ぐ
に
木
簡
出
土
遺
構
を
中
心
と
し
た
事
実
関
係
に
つ
い

て
活
発
に
論
議
が
行
な
わ
れ
い
三
時
す
ぎ
に
終
了
し
た
。

第

一
回
委
員
会
（四
月
一
日
）

研
究
集
会
終
了
後
、
第

一
回
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
会
長
に
岸
俊
男
氏
を
選

出
し
、
幹
事
全

二
）
を
委
嘱
し
た
。
ま
た
、
次
国
の
総
会
を

一
二
月

一
・
二
日

（土
‘
日
）
に
開
催
し
、
そ
れ
ま
で
に
会
誌

（創
刊
号
）
を
発
行
す
る
事
と
し
た
。

役

会
　
長
　
　
岸
　
　
俊
男

副
会
長
　
　
大
庭
　
　
脩

委
　
員
　
　
青
木
　
和
夫

・

門
脇
　
蔽
二

田
中
　
　
琢

坪
井
　
清
足

早
川
　
庄
八

監
　
事
　
　
関
　
　
　
晃

幹
　
一事
　
　
佐
藤
　
じボ
諄
（編
集
）

栄
原
永
遠
男

岩
本
　
次
郎

今
泉
　
隆
雄

平
野
　
邦
雄

岡
崎
　
　
敬

狩
野
　
　
久

田
中
　
　
稔

直
木
孝
次
郎

原
　
秀
二
郎

土
田
　
直
鎮

鬼
頭
　
清
明
（庶
務
）

東
野
　
治
之

加
藤
　
　
優

清
田
　
善
樹

佐 綾 町 和
藤 村 田 田

信 宏 章 率



木

簡

学

会

会

則

第

一
条
　
本
会
は
木
簡
学
会
と
襦
す
る
。

第
二
条
　
本
会
の
事
務
所
は
奈
良
県
内
に
置
く
。

第
二
条
　
本
会
は
木
簡
に
関
す
る
情
報
を
蒐
集

・
整
理
し
、
木
簡
そ
の
も
の
に

つ
い
て
の
研
究

・
保
存
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
の
普
及

を
は
か
り
、
史
料
と
し
て
の
活
用
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
四
条
　
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
つ
ぎ
の
事
業
を
行
な
う
。

１
　
木
簡
に
関
す
る
情
報
の
克
集
お
よ
び
整
理

２
　
研
究
集
会
の
開
催

３
　
会
誌

「
木
簡
研
究
」
そ
の
他
の
刊
行

４
　
発
掘
調
査
組
織
、
そ
の
他
関
連
す
る
学
会

・
機
関
と
の
連
絡
お
よ
び

協
力

５
　
そ
の
他
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

第
五
条
　
木
簡
の
調
査

・
研
究
に
従
事
し
、
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
者
は
会

員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
一　
本
会
に
入
会
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
会
員
二
名
の
推
薦
を
必
要
と

も
、
委
員
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〓
一　
会
員
は
所
定
の
会
費
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
会
費
の
額
は

総
会
に
お
い
て
決
定
す
る
。

四
　
会
員
は
総
会
に
お
け
る
議
決
権
を
有
し
、
会
誌
の
配
布
を
う
け
、
そ

の
他
前
条
の
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
　
会
員
に
本
会
の
目
的
の
遂
行
を
さ
ま
た
げ
る
行
為
の
あ
っ
た
場
合
に

は
、
委
員
会
は
こ
れ
を
除
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条
　
本
会
は
次
の
役
員
を
お
く
。

１
　
会
長

一
名

２
　
副
会
長
二
名

３
　
委
員
若
千
名

４
　
監
事
二
名

第
七
条
　
委
員

・
監
事
は
総
会
に
お
い
て
選
出
さ
れ
、
任
期
は
二
年
と
す
る
。

た
だ
し
、
再
任
は
さ
ま
た
げ
な
い
。

一一　
委
員
は
委
員
会
を
組
織
し
、
会
則
に
も
と
づ
き
会
務
を
処
理
す
る
。

〓
一　
会
長
お
よ
び
副
会
長
は
、
委
員
会
の
互
選
に
よ
る
。
会
長
は
本
会
を

代
表
し
、
会
務
を
総
括
す
る
。
副
会
長
は
会
長
を
補
佐
す
る
。

四
　
監
事
は
会
計
お
よ
び
会
務
の
執
行
を
監
査
す
る
。

第
八
条
　
本
会
は
毎
年

一
回
総
会
を
開
く
。

第
九
条
　
本
会
の
経
費
は
会
費
お
よ
び
寄
付
金
を
も
っ
て
あ
て
、
総
会
に
お
い

て
会
計
報
告
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

第
十
条
　
こ
の
会
則
の
変
更
は
総
会
に
お
い
て
議
決
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十

一
条
　
委
員
会
は
会
務
運
営
の
た
め
、
幹
事
若
干
名
を
委
嘱
し
、
ま
た
細

則
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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